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令和元年７月２５日 

別紙：ＡＰＩ連携の再認証手順 

株式会社ＴＫＣ 

 

２４３信用金庫との 

「FinTechサービス」でのＡＰＩ連携の再認証作業 
 

 ＡＰＩ連携には有効期限があり、連携後９０日を経過すると、再認証が必要となります。 

 この場合は、以下の手順書に従って、ＡＰＩ連携を再認証してください。 

※電子証明書方式の場合、以下の作業は、電子証明書をインストールした「利用者ＩＤ」で、電子証

明書がインストールされているＰＣから実施します。 

 

(1) 各システムから「FinTech サービス」の利用設定メニューを選択し、「FinTech サービス」にログ 

インします。各システムの利用設定メニューは以下のとおりです。 

 

 

行 システム メニュー 

1 ｅ21 まいスター(しっかり会計） 

ｅ21 まいスター個人事業用(しっかり会計) 

ＦＸ２ 

ＦＸ２個人事業用 

ＦＸ農業会計 

ＦＸ農業会計個人事業用 

ＤＡＩＣ２ 

「銀行信販データ受信」 
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ＤＡＩＣ３クラウド 

医業会計データベース（ＭＸ２） 

ＭＸ３クラウド 

社会福祉法人会計ＤＢ（Ｈ２３年基準版）  

ＮＰＯ法人会計ＤＢ（Ｈ２３年基準版）  

学校法人会計ＤＢ（Ｈ２５年基準版）  

公益法人会計ＤＢ（Ｈ２０年新基準版）  

宗教法人会計ＤＢ 

2 ＦＸ４クラウド 「会社情報」タブの 

「46 銀行信販データ受信準備」 

3 ＦＸ４クラウド（社会福祉法人会計用）   

ＦＸ４クラウド（公益法人会計用） 

「基本情報」タブの 

「762FinTech サービス連携」 

4 ＳＸ２ 「3 預金入金(銀行データ受信)」 

5 ＳＸ４クラウド ＴＫＣ戦略経営者システムの 

「追加システム」 

－「SX4 ｸﾗｳﾄﾞ-FinTech ｻｰﾋﾞｽ連携設定」 

6 ＦＸ５ 「基本情報」タブの 

「仕訳入力」タブの 

「852 FinTech サービス連携」 

 

  



3 

 

(2) ログイン後の画面で、画面上部の「個人口座」タブまたは「法人口座」タブを選択し、ご登録の

信用金庫の「歯車のアイコン」をクリックします。※下の図は川崎信用金庫の「法人口座」の場合 

 

(3) 「アカウント設定」画面が表示されます。「ログイン情報を変更」をクリックします。 
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(4) 「口座」画面が表示されます。「金融機関の認証を行う」ボタンをクリックします。 

 

(5) 信用金庫の「ログイン」画面が表示されますので、ご利用のログイン認証方式に応じて認証してく

ださい。※金融機関によって画面や入力項目が異なる場合があります。 

①法人口座の場合 
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②個人口座の場合 

(6) ログイン後、「アクセス許可」画面が表示されます。利用規約を確認のうえ、「しんきんインターネ

ットバンキングＡＰＩサービス利用規定に同意しました。」にチェックをつけ、［許可］ボタンをクリ

ックし、Moneytreeとの連携処理を行ってください。 

 ①法人口座の場合 
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 ②個人口座の場合 

 

以上で作業は終了です。 

 

各システムの「銀行信販データ受信」メニューを起動し、今回作業を実施した信用金庫の「最新のデ

ータ受信状況」列に「成功」と表示されることを確認してください。 

以上 


